
July/August 2025

Vol. 21 No. 4

Within an ever-evolving global landscape that’s rife with competition and economic uncertainty, it’s become critical for 
food and beverage importers to stay informed about the latest U.S. merchandising trends, strategies, and innovations. 

Small and emerging brands, in particular, have been redefining how various foods and beverages are being positioned in 
both the physical retail environment and on digital platforms. Here are some of the key merchandising trends that have 
been influencing consumer behavior and reshaping the food and beverage industry recently. 

Reinventing Retail Shelves for Greater Impact
In traditional supermarkets, shelf positioning remains a highly influential factor for motivating consumers to purchase 
certain grocery items. Emerging brands are increasingly employing dynamic merchandising tactics to compete against more 
established industry giants. 

Flexible shelving systems that allow retailers to rotate and highlight new or seasonal products have gained popularity and 
helped smaller brands secure coveted end-cap displays or eye-level shelf placement. Partake Foods, for example, prominently 
positions its allergen-free snacks in flexible merchandising areas, often securing prime placements within mainstream snack 
aisles in the process. 

In addition, digital displays have been replacing static signage as a strategy to further elevate the shopping experience. 
Interactive end-caps featuring QR codes that link to recipes, usage ideas, or nutritional information have also become 
commonplace, converting standard store shelves into engaging consumer touchpoints. 

Checkout aisles are also evolving and moving away from standard impulse-buy sweets to healthier snacks and digitally 
enhanced limited-time offers. Poppi, a better-for-you beverage brand, has enjoyed massive growth as of late by positioning 
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Modern Merchandising Trends
IN THE U.S. FOOD AND BEVERAGE INDUSTRY
米国の食品・飲料業界における
マーチャンダイジング最新トレンド

絶えず変化するグローバルな環境において、競争が激化し、景
気の先行き不透明感が広がる中、食品・飲料の輸入業者にとっ
て、米国における最新のマーチャンダイジングトレンド、戦略、
イノベーションに関する情報を常に把握しておくことが不可
欠となっています。

とりわけ小規模な新興ブランド企業は、実店舗の小売り環境
においても、デジタルプラットフォームにおいても、多様な食
品・飲料の位置付けを見直しています。今回は、消費者行動に
影響を及ぼし、食品・飲料業界を再構築している、最近の主要
なマーチャンダイジングトレンドの一部を紹介します。

小売店の陳列棚を刷新し影響力を強化
従来のスーパーマーケットでは、消費者に特定の食料品を購
入してもらうにあたって、陳列棚の配置が依然として大きな
影響要因となっています。老舗の業界最大手と競合するため
にダイナミックなマーチャンダイジング戦略を採用する新興
ブランド企業も増えています。

新商品や季節商品を入れ替えたり目立たせたりすることがで
きるフレキシブルシェルフシステムが小売業者に支持されて
おり、エンドやゴールデンラインの陳列を小規模なブランド
企業が確保するのに役立っています。例えば、パーテイク・フ
ーズ（Partake Foods）は、アレルゲンを含まないスナックを
フレキシブルな売り場で目立つ位置に陳列しており、主流ス
ナックの売り場で最良の位置を確保しています。

また、買い物体験をいっそう向上させる戦略として、デジタル
ディスプレイが従来のディスプレイに取って代わるようにな
ってきています。レシピや、使い方に関するアイデア、栄養に
関する情報にリンクするQRコードを採用したインタラクテ
ィブなエンド陳列も一般的になり、標準的な店舗の陳列棚を
消費者の興味をそそるタッチポイントへと変えています。

レジエンドも進化しており、衝動買いを狙った定番のお菓子
から、健康に良いスナックやデジタル技術を駆使した期間限
定の販促品へと、展開のシフトが進んでいます。健康志向の
飲料ブランドであるポッピ（Poppi）は、店舗のエンドやレジ
エンドにプレバイオティクス炭酸飲料を、目を引くようカラ
フルに陳列することで、衝動買いの可能性を高め、最近大きな
成長を遂げています。

（2ページ目に続く）
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マーケティングツールとしてのパッケージ
食品・飲料の新興ブランド企業にとっては、注目を集めるために革
新的なパッケージが欠かせないものとなっています。今やパッケ
ージのデザインは、ブランドアイデンティティーと商品価値を明
確かつ即座に伝える手段となっています。

リキッド・デス（Liquid Death）は、型破りな個性とサステナビリテ
ィへの取り組みを明確に伝える大胆なデザインが特徴のアルミニ
ウム缶を採用することで、飽和状態にある飲料水カテゴリーで目
覚ましい成功を収めています。今日の消費者にとってサステナビ
リティは最大の関心事項であり、容器のリサイクル可能性、生分解
可能性、再利用可能性などの環境に配慮したソリューションが重
視されるようになっています。

プラスチック不使用の認定やカーボンニュートラルバッジの取得
など、持続可能な特性を明示している商品は、特に環境意識が高い
消費者を引き付けており、そうした視覚的な要素がとりわけ若者
層における購買決定にますます影響を及ぼしています。

健康志向のメッセージと多文化へのアピール
ヘルス＆ウェルネスのトレンドは依然として食品販売で優勢であ
り、ブランド企業はパッケージに栄養面のメリットを明示するよ
うになっています。スナックや調理済み食品では、「たんぱく質が
豊富」、「砂糖不使用」、「食物繊維が豊富」といった健康に関する
情報をパッケージの前面に表示されていることが多く、消費者が
自分の健康目標に合った商品であると一目で分かるようにしてい
ます。興味深い点として、そうした健康志向の商品は、おいしさも
栄養も妥協したくない消費者を獲得するために、たんぱく質が豊
富なブラウニーやケトフレンドリーの冷凍デザートなど、満足感
の高い味わいと機能的メリットを両立させていることが挙げられ
ます。

多文化のマーチャンダイジング戦略も、企業の発展を後押しして
います。米国消費者の嗜好に関しては明らかにグローバル化が進
んでいるため、小売業者は国際的な商品をスペシャルティフード
売り場の中で区分するのではなく、メインの陳列棚にまとめるよ
うになっています。フィリピンのデザートであるウベや、韓国の
キムチ入りスナックなど、本格的で国際的なフレーバーを展開す
るブランド企業も、主流商品の買い物客に幅広く訴求する陳列棚
に配置することでメリットを得られます。

本物の食材と自然な風味を強調したパッケージは、そうした訴求
力をさらに高め、大胆な味覚の探求とウェルネス志向の購買の両
立を可能にしています。例えば、メキシコ系米国ブランド企業で
あるシエテ・フーズ（Siete Foods）は、商品に「グレインフリー」、
「グルテンフリー」、「パレオフレンドリー」と目立つように表示し
ており、健康上のメリットを効果的に伝えながら、本格的な多文化
の魅力を生かして訴求を図っています。

オムニチャネル戦略とデジタルマーチャンダイジング
オンラインマーチャンダイジング戦略も、長期的な成功を収める
上で不可欠なものとなっています。デジタルシェルフでは、商品
の視認性、画像、消費者のレビューに細心の注意を払う必要があり、
それらはオンラインで買い物客の注目を集める上で極めて重要で
す。ブランド企業は、人目を引くオンライン掲載を確保する戦略
として、検索エンジン最適化（SEO）やターゲティング広告を活用
しています。例えば、シリアルブランド企業のマジック・スプーン
（Magic Spoon）は、精密なキーワード最適化と興味をそそるデジ
タルコンテンツを活用しており、オンライン検索で上位に表示さ
れるようにし、デジタルから小売りへの強固な消費者パイプライ
ンを構築しています。

一方で、デジタル戦略は物理的な小売り体験とシームレスに統合
されています。小売店のアプリを通じて配信されオンラインと実
店舗の両方で商品と交換できるパーソナライズされたプロモーシ
ョンなど、オムニチャネルのアプローチが一般的となっています。

ニールセンIQ（NielsenIQ）によると、米国の消費財販売の86%以
上が複数のチャネルで買い物客と接触しているため、プラットフ
ォーム間における一貫性が必要不可欠です。ブランド企業が、陳
列棚への配置に先立ち、ますますソーシャルメディアを活用して
コミュニティを構築し、需要を創出する中、InstagramやTikTokの
ようなプラットフォームを利用することが、商品の発売とトライ
アルの推進に欠かせない要素となっています。

体験型リテールとAIの統合
実店舗を展開する小売業者は、Eコマースの厳しい競争に直面す
る中、客足を伸ばすために体験型マーチャンダイジング戦略も採
用しています。食料品店は、インタラクティブディスプレイ、試
食・試飲イベント、拡張現実（AR）体験などのデジタル体験を取り
入れるようになっています。その一方でクラフト飲料ブランド企
業は、スマートフォンでスキャンすると動画コンテンツが配信さ
れ、商品をインタラクティブなストーリーテリングプラットフォ
ームに変える、AR対応パッケージを導入しています。

それらを背景として、AIと自動化がマーチャンダイジングの有効
性をますます高めています。小売業者は、AIを活用した分析によ
って、人口統計データと販売動向に基づき各地域のニーズに合わ
せた品ぞろえや、対象を絞った売り場作りを実現することができ
ます。ハイブリッド型コンビニエンスストアチェーンであるフォ
ックストロット・マーケット（Foxtrot Market）は、データに基づい
たAI分析を活用して、商品の選定やインタラクティブディスプレ
イをパーソナライズし、店舗での体験を向上させています。さら
に、食品・飲料企業が陳列棚の最適な状態と商品在庫を維持する上
で、電子棚札（ESL）、自動在庫監視システム、ロボット棚スキャナ
ーなどの店舗内イノベーションが役立ちます。

今後の機会
これらの最新マーチャンダイジングトレンドは、市場参入を目指
したり戦略的インサイトを求めたりしているグローバルな輸入業
者にとって重要なポイントを明らかにしています。それは、商品
の望ましい位置付けを得るためには、革新的なパッケージ、健康と
サステナビリティに関する明確なメッセージ、デジタルから実店
舗までのシームレスな戦略を統合する、包括的なアプローチが必
要であるということです。

2025年以降のマーチャンダイジングは最終的に、店舗で商品を見
て回っているか、オンラインショッピングをしているか、あるいは
ソーシャルメディアを通じてブランドとつながっているかを問わ
ず、消費者が実際にいる場所で消費者と接触し、消費者が重視する
商品を提示するものとなるでしょう。このようなトレンドを理解
して活用することが、多様化と高度化が進む食品・飲料市場環境に
対応する上で極めて重要になります。

マーチャンダイジング最新トレンド 続き
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When it comes to packaging, sustainability remains top of mind for many 
consumers. The market research firm Mordor Intelligence projects the 
sustainable packaging market will grow from approximately $293 billion in 
2024 to nearly $424 billion by 2029, with much of that growth driven by 
heightened consumer awareness coupled with enhanced regulatory pressures. 

Let’s take a look at some of the latest developments in F&B packaging.

Fiber-Based Wine Bottles
Recently, Frugalpac debuted the Frugal Bottle, a fiber-based wine bottle 
that’s now displayed on the shelves of roughly 1,200 U.S. Target locations 
in collaboration with Latitude Wines and Monterey Wine Co. Made from 
94% recycled paperboard, the bottle’s carbon footprint is 84% lower than 
that of traditional glass bottles – and at 83 grams, it weighs about five 
times less than a conventional glass bottle. 

The eco-friendly bottles are also equipped with easily separable, food-
grade polyethylene (PE) pouches that enhance their recyclability and 
extend the products’ freshness by at least one year. 

Curbside-Recyclable Paper Wrappers 
On the snack aisle, KIND Snacks recently launched a pilot of its new 
curbside-recyclable paper wrappers at select Whole Foods stores. Designed 
in partnership with the packaging firm Printpack, the new wrapper features 
pulpable paper that aligns with How2Recycle’s curbside recycling standards, 
supporting the brand’s goal of achieving 100% recyclable packaging by 2030.

Upcycled Citrus Waste Packaging
Citrus waste byproducts are increasingly being viewed as a promising 
alternative to petroleum-derived plastics, especially microplastics, which 
accumulate in the environment and are frequently ingested by wildlife, 
eventually winding up within human food chains and posing major health 
and ecological risks. These materials contain high amounts of polymers like 
pectin, lignin, cellulose, and hemicellulose that can serve a viable purpose 
after being processed. For example, pectin is a natural type of polymer that 
forms biodegradable, compostable films with robust mechanical properties. 
In addition, the fibers found in citrus peels contain cellulose and lignin, 
which help improve the strength and durability of packaging materials. 

However, several regulatory and safety challenges must be addressed 
before citrus waste-derived materials become the norm. For one, 
they require stringent evaluation to ensure they meet food-contact 
safety standards, particularly regarding pesticide residues, microbial 
contaminants, and permissible levels of active substances like essential oils. 
All E.U. packaging products, for example, must comply with regulations 
like EN 13432, which outlines composting standards – and comparable 
guidelines under U.S. FDA regulations require thorough testing before 
approval for commercial use, as well.

2D Barcodes
2D barcodes are also increasingly utilized on packaging, enabling 
companies to gather data and glean insights. QR codes are being used 
for various purposes, particularly in marketing or consumer engagement 
efforts, while data matrix codes are commonly used for product 
identification and traceability. PDF417 codes, in contrast, are primarily 
used for shipping labels and complex data storage. 

There are many advantages to using 2D barcodes, including their 
increased capacity to store information and their unique ability to enhance 
traceability, enabling companies to track products through the supply 
chain in greater detail to ensure food safety and regulatory compliance. 
They’re also highly durable and equipped with error correction capabilities, 
meaning they can still be read accurately even when partially damaged. 

A More Sustainable Future
Given that 90% of consumers said they’re 
more likely to purchase from brands that 
utilize sustainable packaging in Shorr’s 
2025 Sustainable Packaging Consumer 
Report, with another 54% reporting 
that they consciously choose products 
that fit this criteria, it’s become 
crucial for F&B companies to develop 
packaging solutions that reflect 
these values.

New F&B Packaging Innovations and Regulations
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パッケージに関して、多くの消費者にとっては、サステナビリティが引き
続き最大の関心事項となっています。市場調査会社であるモルドール・
インテリジェンス（Mordor Intelligence）は、サステナブルパッケージ市
場の規模は2024年の約2,930億ドルから2029年までに約4,240億ドルに
拡大し、その成長の大部分は当局による規制強化に伴う消費者の意識向
上に起因すると予測しています。

ここで、食品・飲料パッケージの最新動向をいくつか見てみましょう。

繊維を使用したワインボトル
フルーガルパック（Frugalpac）は先頃、繊維を使用したワインボトルで
ある「フルーガル・ボトル（Frugal Bottle）」を発売し、ラティテュード・
ワインズ（Latitude Wines）とモントレー・ワイン（Monterey Wine）の協
力を得て、現在では米国でターゲット（Target）の約1,200店舗で販売して
います。リサイクル紙を94%使用しているこのボトルのカーボンフット
プリントは、従来のガラス製ボトルよりも84%少なく、重量も83gで従来
のガラス製ボトルの約5分の1となっています。

環境に配慮したこのボトルには、リサイクル性を高め、商品の鮮度を1年
以上引き延ばす、容易に分離可能な食品グレードのポリエチレン（PE）製
パウチも付属しています。

カーブサイドリサイクル包装紙
スナック売り場では、カインド・スナックス（KIND Snacks）が最近、ホー
ル・フーズ（Whole Foods）の一部店舗で新たなカーブサイドリサイクル包
装紙のテストを開始しました。パッケージ会社のプリントパック
（Printpack）と共同でデザインされたこの新しい包装紙は、How2Recycle
のカーブサイドリサイクル基準を満たしたパルプ化可能な紙を使用して
おり、2030年までにリサイクル可能な包装の使用率を100%にするという
カインド・スナックスの目標の達成を後押ししています。

廃ミカンを使用したアップサイクルパッケージ
廃ミカンの副産物は、マイクロプラスチックをはじめとする石油由来の
プラスチックの有望な代替品と見なされるようになっています。マイク
ロプラスチックは、環境中に蓄積して野生生物が摂取してしまうことが
多く、最終的に人間の食物連鎖に行き着き、重大な健康リスクと生態系リ
スクをもたらします。廃ミカンの副産物は、加工した後に有用な用途に
役立つ、ペクチン、リグニン、セルロース、ヘミセルロースなどのポリマー
を大量に含有しています。例えば、ペクチンは、堅牢な力学特性を備え、
生分解可能で堆肥化可能なフィルムを形成する天然のポリマーです。

また、ミカンの皮の繊維にはセルロースとリグニンが含まれており、パ
ッケージ材の強度と耐久性を向上させます。

ただし、廃ミカン由来の素材が一般的なものとなるためには、いくつもの
規制上および安全上の課題に対処する必要があります。その一つとして、
特に、残留殺虫剤、微生物汚染、エッセンシャルオイルなどの許容水準の活
性物質に関して、食品接触安全基準を満たしていることを確実にするため
の厳格な評価が必要です。例えば、EUのすべてのパッケージ商品は、堆肥
化基準をまとめたEN 13432などの規制に準拠しなければなりません。ま
た、それに相当する米国食品医薬品局（FDA）規則のガイドラインでも、商
業用途の承認を取得する前に徹底した試験が求められます。

2次元バーコード
2次元バーコードがパッケージにますます活用されるようになっており、企
業によるデータやインサイトの収集を可能にしています。QRコードは、特
にマーケティングや消費者エンゲージメントの取り組みなど、さまざまな
目的に使用されています。また、データマトリックスコードは、商品の識別
やトレーサビリティの確保に広く使用されています。一方で、PDF417コー
ドは、主に出荷ラベルや複雑なデータの保存に用いられています。

2次元バーコードの使用には、情報保存能力の向上や、トレーサビリティ
を向上させる独自の能力など、数多くのメリットがあります。これによ
り企業は、サプライチェーンを通じた商品の詳細な追跡、食品安全性の
確保、規制の順守が可能になります。また、2次元バーコードは、耐久性
に優れ、エラー訂正機能を備えているため、一部が損傷しても正確に読
み取ることができます。

より持続可能な未来
ショア（Shorr）の「2025 Sustainable Packaging 
Consumer Report」によると、消費者の90%が
サステナブルパッケージを採用している
ブランドから商品を購入する可能性が
高いと回答しており、54%がサステナ
ブルパッケージを使用した商品を意
識的に選択していることが明らかに
なりました。食品・飲料企業は、こう
した価値観を反映したパッケージソリ
ューションを開発することが重要とな
っています。

食品・飲料パッケージの新たなイノベーションと規制

米国中西部・北東部の特徴



注目商品

www.foodexport.org 2025年7月/8月

オルヌア・イングリディエンツ・ノース・アメリカ
（Ornua Ingredients North America）

ウィスコンシン州ヒルバート

オルヌア・イングリディエンツ・ノース・アメリカは、カスタム加工、模造、天
然配合のチーズ原料のリーダー企業です。当社はイノベーションに情熱を注いで
おり、お客様と密接に連携しながら、世界中の企業における信頼性に優れた高品
質の乳製品原料ソリューションの開発を支援しています。当社は、お客様に役立
つ商品を製造しています。お客様のニーズは固有のものであるという認識の下、さ
まざまな風味、色、機能性、ラベル、コストで、幅広い配合を提供しています。当
社のチーズスライスを、コールドサンドイッチ、ホットサンドイッチ、ハンバー
ガー、片手で食べられる朝食、サブマリンサンドイッチなどでお楽しみください。

チェリー・セントラル・コーポラティブ 
（Cherry Central Cooperative Inc.）

ミシガン州トラバースシティ

チェリー・セントラル・コーポラティブは、北米で地理的に最も多様な生産者基
盤を有する農場協同組合が所有・運営している世界的な果物および果汁のサプラ
イヤーで、カナダ、ミシガン州、ワシントン州、ユタ州、アイダホ州の生産者で
構成されています。その多様性から、国産果物の年間を通じた供給を保証してい
ます。また、モンモランシーチェリーの世界最大かつ最も安全な供給源であるこ
とを誇りとしています。

甘酸っぱい味わいが特徴のモンモランシーチェリーは、いろいろな味わいを楽し
むことができ、植物由来の天然素材で、健康効果に優れています。また、睡眠の
質を改善することが研究で明らかになっているメラトニンの天然の供給源でもあ
ります。さらに、モンモランシーチェリーの摂取が、運動後の回復、痛風発作、関
節炎、心臓の健康、血圧、消化管の健康の改善に及ぼす影響についても研究が行
われています。

チェリー・セントラル・コーポラティブは、モンモランシーチェリーの濃縮果汁、
ドライモンモランシーチェリー、冷凍モンモランシーチェリー、冷凍ダークスイ
ートチェリーを国際的に供給しています。

1973年から、小売り向け商品、フードサービス向け商品、バルク食材を手掛けて
いるほか、プライベートブランドや委託生産のサービスを国際的に提供しています。

「Cherry Central. More Growers. More Possibilities. （チェリー・セントラル、よ
り多くの生産者と共に可能性を実現）」cherrycentral.com

コーパイン（Cōpajn Corp.）

インディアナ州ゲーリー

友人たちと分かち合う「コーパイン・ウオッカ（Cōpajn Vodka）」
「コーパイン・ウオッカ」は、洗練性、つながり、文化を一滴ごとに凝縮した、少
量生産の高級スピリッツです。世界中で得られる味わいからインスピレーション
を得て、米国中西部で蒸留されている当社のウオッカは、驚くほど滑らかな口当
たり、澄んだ後味、時代を超える魅力で高く評価されています。「コーパイン・シ
ルバー（Cōpajn Silver）」のすっきりとしたクリアな味わいから、「コーパイン・
ブラック（Cōpajn Black）」の際立つ上品さまで、新たな解釈で受け継がれた伝
統と現代的な洗練性がすべてのボトルに息づいていています。「コーパイン・ウオ
ッカ」は単なるウオッカではなく、目的、コミュニティ、お祝いの仕方によって
生じるクリエイティブなムーブメントを象徴しています。ストーリーテリングを
重視しながら、ラグジュアリーの再定義に情熱を注ぎ、グラスの中にとどまらず
共感を呼ぶブランドを構築しています。「コーパイン・ウオッカ」は、グローバル
な市場に展開する体制が整っています。優れた品質と豊かな個性を兼ね備えたス
ピリッツをぜひ味わってみてください。記憶に残るものとして、分かち合うため
に作られているウオッカです。

ザ・イーサス・グループ（The Esus Group, LLC）

ペンシルベニア州ケネットスクエア

1999年から事業を行っているザ・イーサス・グループは、米国メーカーの食品・
飲料商品を輸出しています。最新の商品ラインの一つが、以下をはじめとする「プ
レミア・パスタ（Premier Pasta）」です。
•  「マカロニ＆チーズ（Macaroni & Cheese）」：箱入りのファミリーサイズ、箱入
りの1食分、電子レンジ対応の1食分入りカップなど、複数のサイズとパッケー
ジで展開しています。

•  「パスタ・ディナーズ（Pasta Dinners）」：異なる種類のパスタにさまざまな肉
（牛肉、鶏肉、ツナ）を組み合わせたミックス商品です。
•  「パスタ・サイド・ディッシーズ（Pasta Side Dishes）」：鶏肉とクリーミーな
チーズソースのフェットチーネや、ブロッコリー入りのパスタを展開しています。

ザ・イーサス・グループは、これらの商品について多数のご要望をいただいてお
り、特に電子レンジ対応カップの「マカロニ＆チーズ」は国際的な有名ブランド
と同等以上の見た目とおいしさです。商品はすべて、米国のブランドまたはプラ
イベートブランドとしての販売が可能です。これらの商品の詳細や、その他の商
品について貴社のお客様のニーズを満たしているかどうかを確認したい場合は、
www.theesusgroup.comまでご連絡ください。

http://www.foodexport.org
http://cherrycentral.com
http://www.theesusgroup.com
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プレナス・グループ（Plenus Group）

マサチューセッツ州ローウェル

家族経営企業であるPGIフーズは、20年以上にわたり多種多様なおいしいスープ
やソースを作り続けてきました。当社の商品ポートフォリオには、「ボストン・チ
ャウダCo（Boston Chowda Co）」や「ハーバン・フレッシュ（Herban Fresh）」
といった米国全土で知られているブランドがあります。受賞実績を誇る「ボスト
ン・チャウダ（Boston Chowda）」の商品ラインには、「ニューイングランド・ク
ラム・チャウダ（New England Clam Chowda）」や「ロックポート・ロブスタ
ー・ビスク（Rockport Lobster Bisque）」などのベストセラーがあり、冷凍の小
売り用カップや8ポンドのバルクパウチで販売しています。

拡充したバルクスープの商品ラインでは、便利な8ポンドの冷凍パウチ入りです
ぐに食べられるスープを40種類以上展開しています。この商品ラインには、ぜい
たくなシーフードスープのほか、チキンヌードルやブロッコリーチェダーのよう
な家庭の定番料理、ボリュームのあるチリ、ビーガン商品、じっくり煮込んだ肉
が入った風味豊かなスープなどがあります。当社のソースとグレイビーは、4ポ
ンド入りのパウチで提供しています。クラシックなイタリアンソースから、スパ
イシーなアジア風ソース、チーズソースやバッファローソースなどの米国で定番
のソースに至るまで、当社のソースでおいしいメインディッシュを簡単に作るこ
とができます。Pgifoods.com

ジェイドボー（Jaydobo LLC）

サウスダコタ州ヘブロン

当社は単なる調味料ブランドではありません。フレーバーを愛するファンが集う
コミュニティです。経験豊富なシェフでも、家庭料理を作る方でも、この味わい
深い旅にぜひ参加してください。当社の商品を体験してレシピを試し、ジェイド
ボーがどのように創作料理のレベルを引き上げられるかを探究してみてください。
https://jaydobo.com/

ジェニール・バイオテック（Jeneil Biotech Inc.）

ウィスコンシン州ソークビル

発酵／酵素技術における市場リーダーであるジェニール・バイオテックは、市場
をリードする本物の天然乳製品のフレーバーと乳製品濃縮液、植物由来／ビーガ
ン対応の乳製品フレーバー、BtoB製造チャネル向けの独自のプロバイオティクス
を製造しています。

当社の風味ソリューションは、加工チーズ、製パン、スナック、製菓、冷凍デザ
ート、スープ、ソース、調理済み食料、飲料といった用途で、チーズ、バター、ク
リーム、牛乳、ヨーグルト、バターミルク、サワークリームなど、一般的な乳製
品を使用するあらゆる食品・飲料商品に採用されています。当社のプロバイオテ
ィクスソリューションは、乾燥ミックス、グミ、ペットフードに最適です。

当社のグローバル事業では、北米、欧州・中東・アフリカ、中南米・メキシコ、ア
ジア太平洋における食品業界、飲料業界、ペット業界、栄養補助食品業界に卓越
したソリューションを提供しており、米国ウィスコンシン州とドイツに、製造、研
究開発、応用開発、官能試験を行う施設を構えています。

ヴィーナス・ウエハース（Venus Wafers Inc.）

マサチューセッツ州ヒンガム

罪悪感なくおいしく食べられる当社の「サウスショア・パフ・スナックス（South 
Shore Puff Snacks）」は、古代穀物と本物の原料を使用しており、一口ごとに軽
くてカリッとした食感と、濃厚で満足感のある風味を楽しめます。

「フエゴ・マンゴー・ケソ（Fuego Mango Queso）」のスモーキーな辛さ、「アガ
ベ・ココアBBQ（Agave Cocoa BBQ）」の甘塩っぱいブレンド、「チェダー＆ス
モークド・パプリカ（Cheddar & Smoked Paprika）」のチーズの味わいなど、ど
のパフも健康とぜいたくなおいしさのバランスを追求しています。健康に良いの
にこれほど濃厚な味わいの（おいしい）スナックはありません。

1931年に創業した家族経営のヴィーナス・ウエハースは、体に良いクラッカーの
パイオニアとして、手軽さを求める消費者の嗜好の変化に対応してきました。創
業者が90年以上前に最初の商品として作った100%全粒粉のウエハー・ブレッド
から、本格的なラヴァシュ（Lavasch）、ウォーター・クラッカー、ストーンド・
ウィート・クラッカー、オーガニック・フラットブレッドまで、常によりすぐり
の原料を使用してさまざまな形とサイズに焼き上げ、訴求力のあるパッケージで
お届けします。詳細は、www.venuswafers.comまたは+1-781-740-1002まで
お問い合わせください。

この商品またはその他の商品について詳細をご希望の方は
FoodLink@foodexport.orgまでお問い合わせください。

http://www.foodexport.org
http://Pgifoods.com
https://jaydobo.com/
http://www.venuswafers.com
mailto:FoodLink%40foodexport.org?subject=
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フォーチューン・フェイバーズ（Fortune Favors, LLC）

ウィスコンシン州コテージグローブ

フォーチューン・フェイバーズ：グローバル市場向け高級砂糖漬けピーカン
フォーチューン・フェイバーズは、グルメスナックの進化を代表する存在で、受
け入れられるぜいたく品に対する消費者需要の高まりに対応した高級砂糖漬けピ
ーカンを提供しています。当社独自の調理プロセスによって米国産ピーカンの可
能性を最大限に引き出し、重量比で50%を超える糖分を含んでいる従来の砂糖漬
けナッツよりも糖分が大幅に低い、わずか7%の糖分含有量の商品を製造してい
ます。

当社が展開している4種類のフレーバーである「ザ・クラシック（The Classic）」、
「ザ・スパイシー（The Spicy）」、「ザ・エブリシング（The Everything）」、「ザ・
メスキート（The Mesquite）」は、4つから6つの成分のみで構成されるクリーン
な原料を使用しながら、多様な味覚に対応しています。どの商品も、ビーガン対
応、グルテンフリー、植物由来で、世界市場の主要な食事の嗜好に対応しています。

売上は2018年から毎年倍増しているほか、全米2,500店以上の小売店で商品が販
売されており、強力な市場訴求力を発揮しています。ウィスコンシン州に拠点を
置く当社の工場は、一貫性のある品質とサプライチェーンの信頼性を確保してお
り、高級商品という位置付けで175億ドル規模のグルメスペシャルティナッツの
グローバル市場でシェアを獲得しています。当社は、プライベートブランドの展
開、パッケージの柔軟な選択肢、マーケティング支援といった包括的な輸出サポ
ートを提供しており、海外パートナーがこの特異な商品カテゴリーで成功を収め
られるようサポートしています。

ワイアンドット（Wyandot Inc.）

オハイオ州マリオン

ワイアンドット・スナックス（Wyandot Snacks）は、優れたスナックは優れた
価値観から生まれると考えています。当社は、食品業界をリードするブランドや
新興ブランドにとって信頼の置けるパートナーとして、おいしさや品質に妥協し
ない、健康に良いオーガニックスナックの製造を専門としています。数十年にわ
たる経験と、イノベーションとサステナビリティに対する真摯な取り組みを通じ
て、スナックの未来の形成に寄与していることを誇りに思っています。

当社のポートフォリオで注目すべき商品の一つが、「ルークス・オーガニック・チ
ェダー・クラウズ（Luke’s Organic Cheddar Clouds）」です。この軽くてサクサ
クのパフは、オーガニック原料と本物のチェダーチーズを使用しており、健康に
良いだけでなく、満足感も味わえる豊かな味わいを実現しています。人工香料、保
存料、グルテン不使用の「チェダー・クラウズ」は、クリーンラベルのスナック
を求める健康志向の消費者に最適なスナックで、一口食べるたびに濃厚なチーズ
の風味を楽しめます。外出先でも、お弁当に入れても、そのおいしさが、優れた
スナックはぜいたくな気分だけでなくマインドフルネスも与えてくれることを思
い出させてくれます。

ジンセン＆ハーブ・コープ（Ginseng & Herb CO-OP）

ウィスコンシン州マラソン

ウィスコンシン州中央部に拠点を置くジンセン＆ハーブ・コーペラティブ（GHC）
は、ウィスコンシン州のあらゆる生産者から調達した、高品質で純粋なウィスコ
ンシン州産アメリカニンジンを販売している非課税法人です。

GHCのニンジンは、米国農務省の基準を満たすために専門的に等級分けされてい
ます。GHCを通じて販売される各ロットは、そのニンジンを栽培した生産者に直
接結び付いています。

カプセル、粉末、お茶、パッケージ入りの根、バレル単位で購入できる卸売りな
ど、さまざまな商品を提供しています。

ウィスコンシン州産ニンジンは、その優れた品質と卓越さで世界的に知られてい
ます。当社の顧客基盤は、中国、香港、シンガポール、ベトナム、オーストラリ
ア、欧州全域など、世界中の国々に広がっています。

ニンジンを食べることには、さまざまな潜在的メリットがあります。お客様から
は、疲労感、関節の不快感、ストレスレベル、全体的な活力が改善されたと報告
されています。商品について、詳細はhttps://ginsengherbco-op.com/をご覧
ください。

この商品またはその他の商品について詳細をご希望の方は
FoodLink@foodexport.orgまでお問い合わせください。

グラミネックス（Graminex LLC）

オハイオ州デシュラー

「ポールンベリー®（PollenBerry®）」は、尿路の健康と尿失禁の分野向けの「グラ
ミネックス® G60®（Graminex® G60®）」とクランベリーパウダーエキスを配合し
た粉末ブレンドです。「ポールンベリー」は、ストレスに起因する女性の尿漏れを
大幅に軽減することが臨床的に裏付けられており、粉末原料と固形剤の形態で提
供されています。グラミネックスは、オハイオ州北西部に拠点を置く女性経営お
よび家族経営の企業であり、米国で栽培・製造している男性と女性の健康のため
の花粉抽出物を専門に手掛けています。

http://www.foodexport.org
https://ginsengherbco-op.com/
mailto:FoodLink%40foodexport.org?subject=
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マーケット・スクエア・フード（Market Square Food Co.）

イリノイ州パークシティ

簡単に言うと、クッキーカテゴリーに匹敵する商品はありません。「ハッピー・ス
ナックス（Happy Snacks）」の価値提案は、以下のとおり、当社のブランドと他
のあらゆるスナックとの明確な差別化を図ることを目的としています。

植物由来 | 非GMOの天然原料 | ナッツおよびピーナツ不使用 | 卵および牛乳不使
用 | クッキーカテゴリーに特有の豊富な必須ビタミンおよびミネラル配合 | クッ
キーカテゴリーで業界最高級の商品としての長年の位置付け

当社のブランド、商品、パッケージは、「誰の心の中にもある子ども心」に訴求す
るもので、あらゆる世代の共感を呼んでいます。

ベーキング（Baking Co.）／「クレイジー・モンキー・
ベーキング（Crazy Monkey Baking）」
ミシガン州グランドラピッズ

「クレイジー・モンキー・ベーキング」は現在、新商品である2オンスの携帯用グ
ラノーラバイツを、3つの人気フレーバーで提供しています。当社のグラノーラ
バイツはすべて、グルテンフリー認証を取得しており、人工香料も人工原料も使
用していません。また、1食分30g当たり17gの全粒穀物を含んでいます。7.5オ
ンスのスタンドアップパウチは、「ダーク・チョコレート・チップ（Dark Chocolate 
Chip）」、「ソルテッド・キャラメル（Salted Caramel）」、「ブルーベリー（Blueberry）」、
「ダブル・チョコレート・ブラウニー（Double Chocolate Brownie）」、「シナモ
ン・ピーカン（Cinnamon Pecan）」、「ミント・チョコレート（Mint Chocolate）」、
「クランベリー・アーモンド（Cranberry Almond）」、「レモン・ココナッツ（Lemon 
Coconut）」、「ホワイト・チョコレート・クランベリー（White Chocolate 
Cranberry）」の9種類の定番フレーバーで展開しています。これらの商品は、お
いしいスナックとしても、ヨーグルトパフェ、サラダ、アイスクリームのトッピ
ングとしても、トレイルミックスのアクセントとしてもぴったりです！史上最高
のグラノーラをお楽しみください！
詳細は、sales@crazymonkeybaking.comまでお問い合わせください。

レナーズ・チーズ・ストア（Renard’s Cheese Store LLC）
商号：ローズウッド・デイリー（Rosewood Dairy Inc.）

ウィスコンシン州アルゴマ

レナーズ・チーズ・ストアの「レガシー・ブレンド（Legacy Blend）」は、濃厚
なホワイトチェダーと甘くてクリーミーかつほのかなナッツ風味のゴーダを組み
合わせた、手作りのブレンドチーズです。チェダーの濃厚で深い風味と、ゴーダ
のクリーミーなバター風味が、滑らかでおいしい体験を提供します。クラッカー
に乗せたり、刻んでグルメサラダのトッピングにしたり、スライスしてサンドイ
ッチに挟んだり、溶かしてマカロニ＆チーズに使ったりすることもできます。

1961年から家族経営を続けてきたレナーズ・チーズ・ストアは現在、3代目とな
るチーズ職人が経営を受け継いでいます。レナード家は、手作りのスペシャルテ
ィチーズの伝統を継承しつつ、高品質のグルメチーズを完璧にブレンドして生産
しています。年月を重ねるにつれて多くのことが変化していますが、レナーズ・
チーズ・ストアのレシピは変わっていません。その精密な技術によって、レナー
ド家は、優れた基準に関する評判を得ているだけでなく、誇りを持って名前を載
せられる商品を実現させています。

ポップ・ダディ・スナックス（Pop Daddy Snacks）

ミシガン州ハウエル

ポップコーンに対する情熱と、電子レンジ用ポップコーンに含まれる化学物質へ
の懸念から、マーク・サラファとエリン・サラファが創業したポップ・ダディ・
スナックスは、マークが地下室で行っていた実験がきっかけとなり、2013年にミ
シガン州ハイランドにある共有ベーカリースペースで誕生しました。

2018年に、エリンのいとこが手作りの味付きプレッツェルを手土産に持参したこ
とで、味付きプレッツェルの商品ラインが誕生しました。家族はそれをとても気
に入り、マークの同僚は商品として販売するようマークに勧めました。今では、そ
れらのプレッツェルは多くの家庭に常備されるようになり、スナック市場で最も
売れている味付きプレッツェルとなっています。ポップ・ダディ・スナックスは、
「タイ・ハニー・カレー（Thai Honey Curry）」や「ディル・ピクル（Dill Pickle）」
など、大胆でユニークなフレーバーの味付きプレッツェルを多数展開しています。

ポップ・ダディ・スナックスは、2024年にケトルチップスを追加して商品ライン
を拡大し、大胆なフレーバーでスナック分野のトップに立つというミッションを
継続しています。現在、8種類のユニークなフレーバーのポップコーン、12種類
の香ばしいフレーバーの味付きプレッツェル、5種類のケトルチップを提供して
おり、全米3万店以上の小売店と4カ国で販売しています。これらの商品はすべて、
ミシガン州ハウエルに所在する5万7,000平方フィートの工場で生産されています。

ポップ・ダディ・スナックスは、「大きな心で作る大胆なスナック」を提供し続け
ています。

この商品またはその他の商品について詳細をご希望の方は
FoodLink@foodexport.orgまでお問い合わせください。

http://www.foodexport.org
mailto:sales%40crazymonkeybaking.com?subject=
mailto:FoodLink%40foodexport.org?subject=


注目商品

www.foodexport.org 2025年7月/8月

ローズ・シスターズ・ブランズ（Rose Sisters Brands, Inc.）
商号：ローズ・シスターズ・チップス（Rose Sisters Chip）

コネチカット州ブリッジポート

当社は、焼きたてで香ばしい、風味付けされたユニークな割れるトルティーヤを
作っています。チップス、クラッカー、フラットブレッドが組み合わさったよう
な商品です。当社のトルティーヤチップスは、食事体験に活気をもたらします。口
に入れると驚いて満面の笑みが浮かぶでしょう。硬く、カリカリ、サクサクとし
ていて、香ばしく、忘れられないスナックです。何も考えずに食べてしまうよう
なスナックではありません。当社のチップスを食べた誰もが初めて食べた時のこ
とを覚えており、その後も食べるたびに同じように有意義なひとときを過ごせま
す。焼きたてで香ばしいトルティーヤが各袋に3枚入っており、袋の中で割って
自分だけのクラッカーやチップスを作れます。「オリジナル・ファミリー・レシピ
（セイボリー）（Original Family Recipe (Savory)）」は4世代前に作られました。伝
統を受け継いだ、記憶に残るヘルシーでユニークな風味で、マイルドな辛さを楽
しめる「メスキートBBQ（Mesquite BBQ）」、「サワー・クリーム・ウィズ・ス
イート・オニオン（Sour Cream with Sweet Onion）」、「シナモン・シュガー・ウ
ィズ・ア・ヒント・オブ・ベルジアン・チョコレート（Cinnamon Sugar with a 
Hint of Belgian Chocolate）」の3つの新しいフレーバーを最近発売しました。い
ずれも独特の風味と食感を楽しめます。ディップ、サルサ、ワカモレ、フムス、チ
ーズ、シャルキュトリ、タパス、スープ、サラダなどとも相性が良いスナックで
す。ファミリーサイズ（201g、オリジナルのみ）、スナックサイズ（132g）、1食
分の携帯サイズ（70g）で展開しています。
女性経営 | コーシャ対応 | ベジタリアン対応 | ナッツおよび種子不使用 | コレステ
ロールフリー | トランス脂肪フリー | 低糖質 | 揚げていない焼き菓子 | 
info@rosesisterschips.com
FB and IG @rosesisterschips  www.rosesisterschips.com

シーン・ニュートリション（Seen Nutrition）

ニューヨーク州イサカ

シーン・ニュートリションは、本物の食品のみを使用した初の天然カルシウム入
りチューズを提供しています。従来のカルシウム補助食品よりも自然で消化しや
すい代替品を求める女性向けのカルシウム入りチューズは、特許取得済みで、骨
へのカルシウム吸収を促進することが証明されています。臨床薬剤師と食品研究
学者によって考案されたシーン・ニュートリションのカルシウム入りチューズは、
女性の骨の健康をサポートするために、ホールフード原料を組み合わせています。
このカルシウム入りチューズは、数多くの受賞実績を誇り、味わい、手頃な価格、
消化しやすさが、市販されている他のどのカルシウム商品よりもはるかに優れて
いるとお客様から評価されています。50州すべてにお客様がおり、韓国での発売
準備を進めているシーン・ニュートリションの骨の健康商品は、米国だけでなく
国際的なバイヤーからも支持を得ています。

サンデー・ナイト・フード（Sunday Night Foods）

アイオワ州ウェストデモイン

サンデー・ナイト・フーズのチョコレートソースとキャラメルソースは、新鮮な
クリーム、本物のバター、最高級のチョコレート、バニラを使用しているため、香
りが良く、ぜいたくでおいしい商品となっています。伝統的なフランスの手法を
用いて農場で少量生産されており、コーンシロップ、人工原料、保存料、乳化剤、
種子油を一切使用していないため、本物の（かつ自然な）風味が際立っています。

ジャクソンズ・フード・カンパニー 
（Jackson’s Food Company, LLC）

ウィスコンシン州マスケゴ

ジャクソンズ・フード・カンパニーは、優れた歯ごたえと新鮮な味わいを実現す
るためにアボカドオイルを使用したスーパースナックブランドです。本物のシン
プルな原料（野菜、アボカドオイル）を使用し、完璧な味付けを施しています。

ジャクソンズ・フード・カンパニーは、創業当初から、またトレンドや流行にな
るずっと前から、種子油を使用せずに受賞実績を誇るスナックを製造しています。
希少な自己免疫疾患と診断され、抗炎症の特別な食事が必要だった息子のジャク
ソンをはじめとして、家族全員が楽しめるようにこのおいしいスナックを生み出
した両親が創業しました。

普通の家庭のキッチンから始まり、テレビ番組『シャーク・タンク』への出演や、
ウィスコンシン州マスケゴでのワールドクラスの工場建設など、私たちは最高の
スナックをお届けすることをミッションに掲げて取り組んでいます。また、当社
のスナックは常にアボカドオイルで調理されています。

ジャクソンズ・フード・カンパニーのスナックはすべて、非遺伝子組換え作物（非
GMO）を使用しているため、ビーガン対応、コーシャ対応、乳製品不使用、ナッ
ツ不使用、グルテンフリーのスナックとして、ほぼすべての食事に対応しています。

この商品またはその他の商品について詳細をご希望の方は
FoodLink@foodexport.orgまでお問い合わせください。

http://www.foodexport.org
mailto:info%40rosesisterschips.com?subject=
http://www.rosesisterschips.com
mailto:FoodLink%40foodexport.org?subject=
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HCインターナショナル（HC International, Inc.）

ノースダコタ州ファーゴ

HCインターナショナル（HCI）は、非GMOのオーガニック農産物原料を国内販
売向けと海外輸出向けの両方に供給している貿易・輸出企業です。生産農業、工
場運営、食品安全における豊富な経験を生かし、お客様に最高品質のサービスと
サプライチェーンソリューションを提供することができます。HCIは、食品グレ
ードのオーガニックの大豆および非GMOの大豆を専門的に手掛けています。

商品の特徴：脱皮大豆（半割れまたはひき割り）は、豆乳、テンペ、大豆粉、大
豆かす、グリッツなどの商品の生産に最適です。皮をむくことで栄養プロファイ
ルが向上し、タンパク質が豊富で食物繊維が少ない大豆になります。また、追加
加工の効率も向上します。HCインターナショナルの脱皮大豆は、2,000ポンドま
たは1トン単位でコンテナバッグまたはバルクコンテナでの出荷が可能です。

詳細は、curt@hcinternational.usまでお問い合わせください。

ストルースリ・グラノーラ・リデファインド 
（Struesli Granola Redefined）

コネチカット州ニュータウン

ストルースリは、クリーンでモダンな工夫を凝らしてグラノーラカテゴリーを刷
新しています。食事制限のあるお客様のために栄養たっぷりで穀物不使用の食事
を作るというプライベートシェフのミッションから生まれ、シンプルなオーガニ
ック原料を使用しており、オーツ麦、砂糖、増量剤を一切使用していません。代
わりに、腸に優しいタイガーナッツと、高級なナッツおよび種子を使用していま
す。9オンスと2ポンドのサイズで3種類のブレンドを販売しています。

「ストルースリ・グラノーラ・リデファインド」は、ビーガン対応、パレオ対応、
グルテンフリーで、健康に良い朝食やスナックを求める多くの消費者に訴求して
います。ヨーグルト、スムージーボウル、サラダにぴったりで、そのまま食べて
もおいしいグラノーラです。コネチカット州ニュータウンに拠点を置くストルー
スリは、思いやりのある小売りパートナーシップと輸出機会を基盤として拡大を
図る体制が整っています。健康のための条件をすべて満たしている上質なグラノ
ーラ代替品を求めている方は、ぜひストルースリにご注目ください。

ブラックウッド・ペット・フード 
（Blackwood Pet Food, LLC）

オハイオ州リスボン

「ブラックウッド®（Blackwood®）」は、品質、栄養、信頼を重視している米国の
高級ペットフードブランドです。オハイオ州リスボンに拠点を置く当社チームは
1978年から、博士号を有するペット栄養学者が開発したスロー調理のレシピを開
発しています。

当社は2024年に、健康的な消化、皮膚、毛、免疫機能をサポートするミネラル
「ジンプロ®プロパス®（Zinpro® ProPath®）」を配合したキブル（小粒）のペット
フードを刷新しました。

「ブラックウッド」は、キブルやウェットのペットフードから、トッパー、オーブ
ン焼きのスナック、単一原料のフリーズドライのおやつに至るまで、あらゆる年
齢のペット向けのクリーンで栄養たっぷりの商品を提供しています。

当社の全商品のラインアップは、blackwoodpetfood.comをご覧ください。

ファウンテン・シティ・フーズ（Fountain City Foods）

カンザス州リーウッド

ファウンテン・シティ・フーズでは、世界トップクラスのブランド企業に委託製
造のノウハウ、サービス、人材を提供しています。当社はこれまで、米国全土お
よび北米全域の食品加工業者とメーカーに、革新的でコスト効率に優れたパッケ
ージソリューションを提供してきました。

委託製造によって、競争が激化しているグローバル市場における競争優位性を得
られます。ファウンテン・シティ・フーズは、委託製造パートナーとして、お客
様の売上と利益の最大化を可能にするサプライチェーン効率を実現させます。当
社は、SQFおよびAIBの認証を取得したメーカーと連携し、cGMP食品安全研修
を受けた生産チームとHACCP研修を受けた品質管理スタッフを擁しています。

この商品またはその他の商品について詳細をご希望の方は
FoodLink@foodexport.orgまでお問い合わせください。

http://www.foodexport.org
mailto:curt%40hcinternational.us?subject=
https://blackwoodpetfood.com/
mailto:FoodLink%40foodexport.org?subject=


Fusion-driven Korean entrees, cleaner frying oils, and 
multi-textured beverages were a few of the emerging 
trends spotted at the recent 2025 NRA Show in Chicago 
– from indulgent Gochujang Fried Chicken Sliders to TikTok-
worthy Fiery Dill Pickle Lemonade. 

Trade tensions continue to drive U.S. consumers to 
tighten their wallets, with 54% of adults planning to 
spend less on dining, entertainment, and travel this 
year, according to Bankrate. A separate study by Intuit 
Credit Karma found that 83% of consumers will consider 
reining in non-essential purchases if their financial situation 
worsens, reported CNBC. 

Food packaging labels have no apparent impact on 
consumer health, according to a study by Georgetown 
University, which found no evidence linking front-of-pack 
health labels to positive changes in food intake, diet quality, or 
obesity rates, reported Packaging Insights. 

Dill pickles, hot honey, and matcha are among the 
latest trends to watch in the snack category, according 
to Ai Palette, GlobalData’s innovation and consumer insights 
platform. The snackification trend, or using snacks as a meal 
replacement, also presents opportunities for manufacturers, 
reported Just Food. 

The “Return to Real” trend signals a consumer shift 
toward authenticity, ingredient transparency, and in-
person experiences over hyper-enhanced, tech-driven 
products. The growing movement presents opportunities 
for the F&B industry to spark nostalgia, revamp marketing 
strategies, and highlight natural ingredients. 

Gen Z men are increasing their meat intake as part 
of a shift toward hyper-masculinity. Fueled by online 
influencers and narratives positioning beef as essential 
for peak physical performance, the trend presents a key 
opportunity for the food industry. 

Despite economic uncertainty, consumers are 
determined to celebrate this summer, increasingly 
embracing private-label brands while seeking affordable 
luxuries like indulgent snacks. 

When it comes to food waste, shoppers demand action, 
not promises, according to a new report. Nearly three-
quarters of U.S. and U.K. shoppers said they’d switch from 
their current supermarket to one that commits to and actively 
reports on food waste reduction, reported Supply Chain Brain. 

Of the consumers who are concerned about tariffs, 
73% fear grocery price hikes, 55% worry about 
availability, and 51% are concerned about affordability, 
according to FMI – The Food Industry Association. 
Nevertheless, consumers are still finding ways to celebrate, 
and food is a central part of that. 

Post-pandemic stress and shifting values are fueling 
a new wave of emotionally driven plant-based 
consumers. Experts say brands can engage these plant-
based devotees by focusing on empathy, wellness, and 
sustainability, reported Vegconomist. 

Even though Chomps produces 2 million meat sticks 
a day on average, it’s still having trouble meeting 
demand. The company can only fill about 84% of its orders 
and has delayed its expansion and product development plans 
as a result, reported Bloomberg. 

Although 70% of Americans say they’re very worried 
about high grocery prices, 75% still feel in control 
of their spending. According to the U.S. Grocery Shopper 
Trends 2025 report by FMI – The Food Industry Association, 
shoppers’ attitudes have remained relatively stable despite 
the economic uncertainty.
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最近シカゴで開催された2025年全米レストランショーで
見られた新たなトレンドは、フュージョン料理にインスパ
イアされた韓国風メインディッシュ、よりクリーンな揚げ
油、さまざまな食感を味わえる飲料など
ぜいたくなコチュジャンフライドチキンスライダーや、
TikTokで話題のファイアリーディルピクルレモネードもト
レンドとして挙げられます。

貿易摩擦によって米国消費者は引き続き節約志向で、バン
クレート（Bankrate）によると今年は成人の54%が食事、
娯楽、旅行の支出を減らす予定
CNBCによると、インテュイット・クレジット・カルマ
（Intuit Credit Karma）が実施した別の調査では、消費者の
83%が、家計が悪化した場合に不要な物の買い控えを検討
するつもりであることが明らかになりました。

食品のパッケージラベルは消費者の健康に
明らかな影響を及ぼしていないことが判明
パッケージング・インサイツ（Packaging Insights）によると、
ジョージタウン大学の調査で、パッケージの前面にある健康
に関する表示と、食物の摂取量、食事の質、肥満率における有
意な変化との関連性を示す根拠は見られませんでした。

スナックカテゴリーで注目すべき最新トレンドは、
ディルピクルス、ホットハニー、抹茶
グローバルデータ（GlobalData）のイノベーションおよび
消費者インサイトのプラットフォームであるAiパレット
（Ai Palette）でそれらのトレンドが明らかになりました。
また、ジャスト・フード（Just Food）によると、スナック化
のトレンド（食事の代わりにスナックを食べること）もメー
カーにビジネスチャンスをもたらしています。

「Return to Real（本物に戻る）」というトレンドは、消費
者がテクノロジーを活用した強化商品から、本物、原料の
透明性、対面での体験に移行している表れ
そうした動きの拡大は、懐かしい気持ちを喚起し、マーケテ
ィング戦略を刷新し、天然原料を重視する機会を食品・飲料
業界にもたらしています。

ハイパーマスキュリニティへのシフトの一環として
Z世代の男性が肉類の摂取を増量中
インターネットのインフルエンサーや、身体能力を最大限
に発揮するには牛肉が不可欠であるとして牛肉を位置付け
るナラティブによって、このトレンドは食品業界に重要な
ビジネスチャンスをもたらしています。

経済の不確実性にもかかわらず、
消費者は今夏を楽しむ意向
消費者は、甘いスナックなどの手頃なぜいたくを求めてお
り、プライベートブランドをますます受け入れるようにな
っています。

買い物客は食品廃棄物について公約ではなく行動を要求
新しいレポートで上記のように述べられているほか、サプ
ライ・チェーン・ブレイン（Supply Chain Brain）によると、
米国と英国の買い物客の4分の3近くが、現在のスーパーマ
ーケットから食品廃棄物削減の取り組みを積極的に報告し
ているスーパーマーケットへと切り替えると回答してい
ます。

関税に懸念を示す消費者のうち、
73%が食料品の価格高騰、55%が在庫を懸念
FMI（The Food Industry Association）によると、上記に加
えて、51%が価格の手頃さについて懸念しています。それ
でも消費者は依然として楽しむ方法を模索しており、食品
がその中心になっています。

気持ちの面から植物由来商品を選択する消費者の新たな波
に拍車をかける、パンデミック後のストレスと価値観の変化
ベジコノミスト（Vegconomist）によると、ブランド企業は、
共感、ウェルネス、サステナビリティを重視することで、植
物由来商品を支持する消費者とのエンゲージメントを図る
ことができると専門家が述べています。

1日平均200万本のミートスティックを生産しても
需要を満たせないチョンプス（Chomps）
ブルームバーグ（Bloomberg）によると、同社は受注量の約
84%しか商品を提供できないため、拡張計画と商品開発計
画を延期しています。

米国人の70%が食料品の価格高騰を非常に懸念している
と回答しており、75%は引き続き支出を管理できていると
思うと回答
FMIの「U.S. Grocery Shopper Trends 2025」によると、経
済の不確実性にもかかわらず、買い物客の姿勢は比較的安
定したままです。
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